




















































e.[because[TPBil [rwon,t[vPBil [Ⅴ･Ⅴ [VPsee[DIihisfriend]]]]〕
下線部は､(6)の派生で用いられた要素のリサイクル利用を示す｡
(8)主節と従属節の併合































考え方を発展させ､vP･CPに加えて､DPもフェイズを構成すると仮定する｡ 2 これ ら3
つの範噂の補部が､フェイズ不可侵条件により､ リサイクル適用の対象になる｡ つまり､V













る｡ この部分が､後続文ゐ派生で再利用される. 再利用 される要素は､音形的縮減の対象
となり､その結果､削除が適用されて(12)の文が派生される｡










































































































この論考では､フェイズの リサイクル分析を概観 し､その問題点を指摘 した｡ また､機
能範噂の素性指定をもとにフェイズの リサイクル条件を課す ことで､ フェイズの リサイク
ル分析が維持されることを見た｡ ここでの分析は､計算上の負担を軽 くす るという極小主
義の目標を一歩すすめる方向性を示唆 したものである｡ 今後 は､ どのような削除現象が リ
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